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SDGs における気候変動対応︓1. 17 の SDGs

SDGs における気候変動対応︓
2. SDGs における気候変動の位置

事業者⽬線で，ゴール 13 と
他のゴールの関係性を探る

このような⽬線での分析は
例がない（少ない︖）

SDGs における気候変動対応︓3. SDGs Wedding Cake

ケーキのベースに位置づけ
られている



気候変動対応における流域治⽔
◆包括的アプローチ: 流域全体での治⽔を考えることで、地域特性に応じた適切な災害対策を
講じることができる。これにより、局所的な対策だけではなく、広域的な視点から⽔害リスクを管理で
きる。

◆コストの分担: 流域内の住⺠や企業、⾏政が協⼒してリスクとコストを分担することで、より効率
的な資源の利⽤が可能となる。

◆持続可能な発展: ⾃然環境を考慮した治⽔策（例えば、グリーンインフラの導⼊など）は、環
境保護と地域社会の持続可能な発展を促進する。

◆教育と意識向上: 流域治⽔の推進には、地域住⺠や関係者の理解と協⼒が不可⽋。これに
より、災害への備えや環境への意識が⾼まり、コミュニティ全体のレジリエンスが向上する。

気候変動適応策に期待されていること︓
⾰新性・システム転換性（⼆つの視点）

Klein, R.J.T., et al.  (2014) による
1.「新しい設計条件や新しい考え⽅を含むもの」
＜例＞①融合によって困難な課題解決に資する施策
や技術

②個別適応から全体適応へ思想転換
2. 「制度的に⾰新的なもの」
＜例＞省庁や部署を横断する施策や技術

3. 「対策⼿法が画期的なもの」
＜例＞①多機能で多⽬的に資する施策や技術（例え
ば，緩和策と適応策に資する施策や技術）

②技術の融合による効率的な施策や技術
（⽔害対策と⾬⽔利⽤に資する技術，気象情報と気
候デリバティブを融合した避難情報伝達技術等）

Fedele, G., et al.  (2019) による

①Restructuring （構造改⾰）

②Path-shifting （経路転換）

③Innovative（イノベーション）

④Systemwide（システム横断）

⑤Multiscale（階層横断）

⑥Persistent（⻑期的視野）

流域治⽔は，⾰新的＆システム転換的適応策
1.新しい設計条件や新しい考え⽅を含む
個別適応から全体適応へ思想転換

2. 制度的に⾰新的なもの
省庁や部署を横断する施策や技術

3. 対策⼿法が画期的なもの
ハードウエア，ソフトウエア，ヒューマンウエアの融合

【ワガコト化】 【ワレワレゴト化】

⾃分が
出来る
ことは︖

こんな
ことはど
うかな︖

ワレワレで出来るこ
とを協⼒して挑戦し

てみよう︕

【ワガコト化 & ワレワレゴト化の好材料】

流域治⽔政策＆技術の例
• ⾬⽔管理システム: ⾬⽔を集めて貯⽔するシステムを導⼊し、洪⽔のリスクを減少させる。

• ビオトープの設置: ⾃然の湿地や植物を利⽤して、⾬⽔を浸透させたり、洪⽔を緩和し
たりする。

• 緑のインフラ: 公園や緑地の整備を通じて、都市部の⾬⽔を⾃然に処理する。

• ダムや貯⽔池の建設: ⼤⾬時に⽔を⼀時的に貯めるダムや貯⽔池を設けることで、下流
の洪⽔を防ぐ。

• 流域管理計画: 地域全体の⽔の流れや⼟地利⽤を考慮した統合的な管理計画を策
定する。



気候変動適応策として成功したグリーンインフラの例
• 東京都世⽥⾕区・武蔵野市の「⾬にわ」: ⾬⽔を浸透・貯留するための「⾬にわ」
を地域に設置し、市⺠やNPO、⾏政が連携して進められたプロジェクト。年間26⽴
⽅メートル以上の⾬⽔浸透を記録し、地域の治⽔とコミュニティ形成に寄与している。

• 神奈川県横浜市の遊⽔地整備: 鶴⾒川流域で、⽇産スタジアム周辺を多⽬的
遊⽔地として整備した。令和元年の東⽇本台⾵時には94万⽴⽅メートルの河川
⽔を貯留し、下流の⽔害を抑制した。平常時にはスポーツや環境教育の場としても
利⽤されている。

• 愛知県安城市の「⽥んぼダム」: 農地を活⽤して⾬⽔を⼀時的に貯留する「⽥ん
ぼダム」を導⼊した。これにより、下流域の浸⽔被害を軽減し、農業と治⽔を連携さ
せた成功事例。

⽥んぼダム(⽔⽥貯留，⽔⽥洪⽔防⽌機能)
• 新潟県村上市が発祥（H14） → 新潟県内14市町村（146km2）
• 排⽔⼝に排⽔⼝より⼩さな⽳のあいた調整板を設置 → ⾬⽔流出抑制

10出典）⼭陽新聞HP 出典）農研機構HP

通常の堰板とは別に流出
調整の堰板を設置

⾬庭（にわ）

• ⾬庭のイメージ

• ⾬⽔を地中に浸透させやすくするため、植
栽の周辺に、砂利などを敷き詰めた「州浜」
を設けている。

• 砂利などは、深いところで約50cmの厚み
があり、砂利の隙間に⾬⽔を⼀時的に貯留
しておくことができます。また、四季を感じられ
るよう、様々な植栽も植えられている。
•

「⾬庭」は、地上に降った⾬⽔を下⽔道に直接
放流することなく⼀時的に貯留し、ゆっくりと地中
に浸透させる構造を持った植栽空間。

（京都市のホームページによる）

流域治⽔技術の例︓1. ⾬⽔貯留技術（多機能技術）

浸透タイプ

 貯留タイプBasic piece 

Basic piece
(reversed) 

Wall piece 

ジオプールAE-1⼯法は集中豪⾬時の冠⽔対策、河川の氾濫対策と
なるプラスチック製⾬⽔浸透貯留槽で，環境に優しいリサイクルプラス
チックで成形され、軽量で施⼯性が⾼く、コンクリート製貯留槽と⽐べ
⼤幅なコストの縮減・⼯期短縮が図れる。

(Geopool AE-1 by OKASANLIVIC CO., LTD.)    

⽔害対策と⽔資源貯蔵 ➢ 多⽬的＆多機能



通常の堤体 破砕貝殻敷設付き
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流域治⽔技術例︓
2. 廃棄⾙殻による堤防補強技術（茨城⼤学・⼩林薫教授による）

破砕⾙殻は CO2 吸着能⼒有するのか︖
☛ポテンシャルはありそう，実証されつつある

流域治⽔技術の例（続）
（茨城⼤学・⼩林薫教授による）

破砕⾙殻を適⽤した河川堤防の
損傷抑制効果検証のための模型実験

気候変動対応策
具体的な対応策例

・Geo-engineering (ジオ・エンジニアリング）
　-太陽放射管理（SRM）
  - CO2除去（CDR）
・⼆酸化炭素の排出削減
・排出権取引の利⽤
・再⽣可能エネルギーの開発

防護
(Protection) ・気候変動の影響を引き起こす外⼒の制御

順応
(Accomodation) ・気候変動の影響をある程度許容して対応

退避
(Retreat)

・気候変動の影響を受ける地域からの撤退
あるいは移住(Relocation)

・気候予測に基づく早期警戒システム
・⽣態系保全

対応策

緩和策
(Mitigation)

適応策
(Adaptation)

緩和策と適応策の融合

【緩和策と適応策の例】（安原，2016︓2019）

【事前対応と事後対応の例】

図a 事前対応（茨城⼤学提案）

図b 事後対応（国交省）

“流域治⽔技術”の例ではないかもしれませんが・・・︓
2015年⻤怒川⽔害

【事前提案（茨城⼤学による）】 【事後対応（国⼟交通省）】



“流域治⽔”をキーワードとしたプロジェクト例
（気候変動適応策オプションデーターベース

(https://adaptation-platform.nies.go.jp/external/s-
18/publications/publications-briefs/index.html)による）

◆鶴⾒川（横浜市）多⽬的遊⽔地の整備

◆グリーンインフラとして⿇機遊⽔地（静岡県）の保全活⽤とその副次的効果

◆⻤怒川の下流（茨城県）における緊急治⽔対策プロジェクト

◆下⽔道による総合的な浸⽔対策（ハード・ソフト対策）
＜福岡市の例＞下⽔道の整備とともに、地域住⺠への情報提供や意識啓発活動
を⾏っている。

最後に︓本講座を通じて
◆河川業務（ハードウエア，ソフトウエア，ヒューマンウエア）に
強くなりましょう

◆地域の重要なインフラの⼀つである河川の維持管理＆有効
利活⽤を通じて地域の強靭化に貢献しましょう

◆河川関連の技術取得を⽬指しましょう


